
教 育 委 員 会 会 議 

日時 令和４年８月２５日（木）

午後２時００分 

場所  教育研究所５階研修ホール 

＜ 次  第 ＞ 

１ 開  会 

２ 教育長の報告 

３ 議  事 

４ 閉   会 

報告第１０号 令和３年度さいたま市一般会計歳入歳出決算（教育費）について  

議案第４６号 令和４年度さいたま市一般会計補正予算（教育費）について  

議案第４７号 令和５年度当初さいたま市立学校教職員人事異動の方針について  

議案第４８号 令和５年度使用さいたま市立各高等学校用教科用図書の採択について  

議案第４９号 令和５年度使用さいたま市立大宮国際中等教育学校用教科用図書（後期

課程）の採択について 



報告第１０号

教育長の報告について

 さいたま市教育委員会教育長に対する事務委任規則（平成１３年さいたま市教育委員会規則第７

号）第５条第１号の規定により、下記について別紙のとおりこれを報告する。

  令和４年８月２５日提出

                              さいたま市教育委員会

                                教育長 細田 眞由美

記

令和３年度さいたま市一般会計歳入歳出決算（教育費）について



令和３年度　教育委員会事務局　歳入・歳出決算の状況

１　一般会計

＜歳入＞ （単位：円）

当初予算額 補正予算額 繰越財源充当額 予算現額 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額

 16款 分担金及び負担金 47,445,000 0 0 47,445,000 47,658,745 47,658,745 0 0

 17款 使用料及び手数料 443,883,000 △ 7,294,000 0 436,589,000 426,970,626 426,970,626 0 0

 18款 国庫支出金 13,472,320,000 736,885,000 1,149,077,000 15,358,282,000 14,935,474,645 14,233,428,645 0 702,046,000

 19款 県支出金 4,985,000 0 0 4,985,000 4,057,000 4,057,000 0 0

 20款 財産収入 18,972,000 △ 2,125,000 0 16,847,000 14,219,641 14,219,641 0 0

 22款 繰入金 2,980,000 0 0 2,980,000 1,250,000 1,250,000 0 0

 24款 諸収入 110,919,000 72,128,000 1,337,000 184,384,000 208,893,760 196,077,026 0 12,816,734

局合計 14,101,504,000 799,594,000 1,150,414,000 16,051,512,000 15,638,524,417 14,923,661,683 0 714,862,734

＜歳出＞ （単位：円）

当初予算額 補正予算額 前年度繰越額 流・充用額 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

 10款 教育費 30,945,106,000 1,610,107,000 5,592,046,650 5,031,000 38,152,290,650 31,581,155,446 4,498,356,443 2,072,778,761

 ※ 職員人件費を除く
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【様式1-1】概況説明用

： ： ： ： ：
□ 総合振興計画実施計画事業 ■ 局運営方針

： ■ 新規事業
□ 拡大事業

1 事業の概要
① ②

2 事業の実施状況等
① ② 事業の実施状況及び課題に対する具体的な取組

③ 令和３年度決算額　　主な事業費内訳

3 歳出予算執行状況

　学校体育館は、児童生徒の学習・生活の重要な場である一方で、災害発生時には地域住民
の避難所としての役割も担うが、さいたま市の全中学校58校の体育館には現在空調機が整備
されていない。また、令和2年度に市立高校3校（北区、浦和区、南区）、中等教育学校1校（大宮
区）の4区の学校体育館に空調機が整備されたが、残りの6区（西区、見沼区、中央区、桜区、緑
区、岩槻区）の学校体育館には現在空調機が整備されていない。
　災害時の避難所機能の強化及び良好な教育環境の確保のためには、空調機が整備されてい
ない6区の学校体育館への空調機の整備及び全中学校58校への空調機の整備が重要な課題
となっている。

　空調機が整備されていない6区の中学校体育館に空調機を先行整備することで、各区1校の学校体育館に
空調機を整備する。先行整備後、令和7年度までに全中学校58校への整備を完了させるため、その他の中
学校を段階的に整備する。
　令和3年度については、先行整備に係る6校の実施設計等を実施した。

・先行整備6校：指扇中学校（西区）、大宮八幡中学校（見沼区）、八王子中学校（中央区）、
　　　　　　　　　 上大久保中学校（桜区）、美園南中学校（緑区）、岩槻中学校（岩槻区）

役務費　　　　　　　　　　アスベスト調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　    847,000　円　）

委託料　　　　　　　　　　体育館空調設備設置工事実施設計業務　　　　　　（　15,950,000　円　）

事業名 中学校体育館空調整備事業

　災害時の避難所機能の強化を図るとともに、良好な教育環境を確保するため、現在空調機が
設置されていない中学校の体育館へ空調機を設置する。

事業目的 事業内容
　令和4年度から令和7年度までの4年間で、全市立中学校58校の体育館に空調機を整備する。令和3年度
は、令和4年度整備予定の6校の実施設計を行う。

（単位：円　％）

課題

主 な 事 業 調 書
学校施設整備課
（旧学校施設課）会計名 一般会計 10款 教育費 03項 中学校費 04目 学校建設費 課所名

0 0  

00 0 0

0 0  

0 0

0 0

63,000

令
和
３
年
度

100.0

0 0  

委託料 17,560,000

99.6

0

0 0 910,000 847,000 0 63,000 93.10役務費 910,000

(A) (B)

0

計節　名

予　　　算　　　現　　　額
支出済額

翌年度
繰越額

不用額
(A-B-C)

執行率
当初予算額

（使途変更による増減後の額）
補正予算額

継続費及び
繰越事業費
繰越額

予備費支出
及び

流用増減額 (C) (D) (B)/(A)

計 18,470,000 △ 1,610,000 0 0 16,860,000 16,797,000 0

△ 1,610,000 0 0 15,950,000 15,950,000 0

0

令
和
２
年
度

予　　　算　　　現　　　額

節　名
支出済額

翌年度
繰越額

不用額
(A-B-C)

執行率
当初予算額

（使途変更による増減後の額）
補正予算額

継続費及び
繰越事業費
繰越額

予備費支出
及び

流用増減額

計

(A) (B) (C) (D) (B)/(A)

計 0 0 0 0
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【様式1-1】概況説明用

： ： ： ： ：
■ 総合振興計画実施計画事業 ■ 局運営方針

： □ 新規事業
■ 拡大事業

1 事業の概要
① ②

2 事業の実施状況等
① ② 事業の実施状況及び課題に対する具体的な取組

③ 令和３年度決算額　　主な事業費内訳

3 歳出予算執行状況

　本市では、児童生徒が増加していることにより、児童生徒１人１台端末の整備を実現するた
め、追加で端末を整備する必要が生じている。また、学級数も増加しており、充電保管庫等も整
備する必要がある。
　インターネット回線については、令和３年度２学期始めに行ったハイブリッド授業では、通信トラ
ブルが発生し、回線増強が必要であることが判明した。
　児童生徒による端末活用の推進に伴い、破損件数が増加しており、端末修繕料が必要となっ
ている。

　　　　　　　　　　　　　　　 教育用プロジェクタ賃貸借　　　　　　　　　　　　　 （   23,203,950　円）

使用料及び賃借料　　　 児童生徒用タブレット型コンピュータ等賃貸借 　（  547,107,660　円）

　児童生徒増に対応するため、令和３年度においては、児童生徒用タブレット端末の調達を新たに行い、計
489台を該当の学校へ配布することで、児童生徒１人１台端末の整備を引き続き実現した。
　また、学級増に対応するため、充電保管庫を購入し、計53台を該当の学校へ配布した。
　インターネット回線については、通信トラブルに対応するため、応急対応として、映像コミュニケーション通信
を区分することで、通信の安定化を図った。
　端末の破損については、端末活用が進むにつれて、破損件数が増加したため、教育研究所において、予
算の流用を行い、各学校に再配当を行うことで、破損端末の修繕を行った。
　市立中学校58校に、計857台の大型提示装置を整備した。

役務費　　　　　　　　　　　インターネット回線費　　　　　　　　　　　　　　　　　（　 21,357,172　円）

委託料　　　　　　　　　　　ＩＣＴ支援員委託業務　　　　　　　　　　　　　　　　　（　 13,475,000　円）

事業名 児童生徒用コンピュータ整備事業

　「ＧＩＧＡスクール構想」により整備した校内ネットワーク及び児童生徒1人1台端末の効果を高
めるため、適切な維持管理等を行うとともに、児童生徒や教職員が滞りなく教育活動に取り組む
ための支援を実施する。

事業目的 事業内容
　国のＧＩＧＡスクール構想により、高速大容量の通信ネットワークの整備及び児童生徒１人１台端末の整備
が完了したため、それらを適切に管理・運用するとともに、児童生徒増による端末の不足、学級増に伴うネッ
トワーク機器等の不足、端末の破損件数の増加及びネットワークの不具合等の発生に対し、適切な対応を
行う。また、各学校へ大型提示装置を整備し、運用を行う。

（単位：円　％）

課題

主 な 事 業 調 書
教育研究所会計名 一般会計 10款 教育費 01項 教育総務費 04目 教育研究所費 課所名

0 7,953,000 18,309,000 18,044,302 0 264,698 98.6役務費 0 10,356,000

8,040,000225,845,000 203,864,000 3,075,877,000

62.2

使用料及び賃借料 224,525,000 25,137,000 0 △ 2,560,000 247,102,000 241,844,768 0 5,257,232 97.9

委託料 1,320,000 168,371,000 3,075,877,000 0 3,245,568,000 2,020,303,802 0 1,225,264,198

その他 0 0 0 2,647,000 2,647,000 1,508,776 0 1,138,224

3,147,922

令
和
３
年
度

100.0

使用料及び賃借料 603,137,000 △ 16,248,000 0 0 586,889,000 586,887,939 0 1,061 100.0

委託料 13,475,000

99.5

2,420,968

0 2,569,000 37,286,000 36,560,107 0 725,893 98.10役務費 34,717,000

(A) (B)

82.3

0

計節　名

予　　　算　　　現　　　額
支出済額

翌年度
繰越額

不用額
(A-B-C)

執行率
当初予算額

（使途変更による増減後の額）
補正予算額

継続費及び
繰越事業費
繰越額

予備費支出
及び

流用増減額 (C) (D) (B)/(A)

計 655,573,000 △ 16,705,000 0 12,492,000 651,360,000 648,212,078 0

0 0 0 13,475,000 13,475,000 0

その他 4,244,000 △ 457,000 0 9,923,000 13,710,000 11,289,032 0

令
和
２
年
度

予　　　算　　　現　　　額

節　名
支出済額

翌年度
繰越額

不用額
(A-B-C)

執行率
当初予算額

（使途変更による増減後の額）
補正予算額

継続費及び
繰越事業費
繰越額

予備費支出
及び

流用増減額

計

(A) (B) (C) (D) (B)/(A)

64.9

57.0

計 3,513,626,000 2,281,701,648 0 1,231,924,352
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【様式1-3】事務局用

： ： ： ： ：
□ 総合振興計画実施計画事業 ■ 局運営方針

： □ 新規事業
■ 拡大事業

1 事業の概要
① ②

2 事業の実施状況等
① ② 事業の実施状況及び課題に対する具体的な取組

③ 令和３年度決算額　　主な事業費内訳

3 歳出予算執行状況

令
和
２
年
度

予　　　算　　　現　　　額

節　名
支出済額

翌年度
繰越額

不用額
(A-B-C)

執行率
当初予算額

（使途変更による増減後の額）
補正予算額

継続費及び
繰越事業費
繰越額

予備費支出
及び

流用増減額

計

(A) (B) (C) (D) (B)/(A)

97.4計 24,860,100 24,224,000 0 636,100

計 153,525,000 △ 19,209,000 0 △ 1,680,000 132,636,000 127,185,960 0

0 0 0 274,000 107,360 0

工事請負費 125,717,000 △ 12,746,000 0 0 112,971,000 107,970,500 0

△ 4,473,000需用費 15,482,000

(A) (B)

95.6

166,640

計節　名

予　　　算　　　現　　　額
支出済額

翌年度
繰越額

不用額
(A-B-C)

執行率
当初予算額

（使途変更による増減後の額）
補正予算額

継続費及び
繰越事業費
繰越額

予備費支出
及び

流用増減額 (C) (D) (B)/(A)

5,450,040

令
和
３
年
度

39.2

委託料 12,052,000 △ 1,990,000 0 △ 1,680,000 8,382,000 8,099,300 0 282,700 96.6

役務費 274,000

95.9

5,000,500

0 0 11,009,000 11,008,800 0 200 100.0

0 0 0 0 0 0

△ 1,979,00027,295,100 △ 456,000 0

97.4

0 0 0 0 0 0  

委託料 26,364,100 △ 456,000 0 △ 1,979,000 23,929,100 23,310,100 0 619,000

0 0 931,000 913,900 0 17,100 98.2役務費 931,000 0

主 な 事 業 調 書
生涯学習総合センター会計名 一般会計 10款 教育費 06項 社会教育費 02目 公民館費 課所名

　公民館は高齢者等の利用が多い施設であるとともに、災害時には要配慮者優先の避難所とし
て利用されることから、バリアフリー化された施設の整備は喫緊の課題となっている。
　令和３年度末現在でエレベ―ターが設置済の公民館は６０館中１８館あり、他の指定都市と比
べると低い設置率となっている。平成２９年度に行ったエレベーター設置可能性調査の結果、設
置の可能性がありとされた公民館は１６館（内１館は設置済）となっている。

工事請負費　　大久保公民館・大久保支所エレベーター設置工事　　　　　　　（107,970,500円）

　令和３年度は「大久保公民館・大久保支所エレベーター設置工事」を実施しました。
また、令和４年度設置工事に向けて「岩槻本町公民館・岩槻図書館エレベーター設置工事実施設計」などを
行った。
　公民館へのエレベ―ター設置については、設置の可能性がありとされた公民館については引き続き、建物
の階数やホールの場所などを勘案し、整備促進を図りたいと考えている。

修繕料　　　　　六辻公民館車椅子用階段昇降機設置修繕　　　　　　　　　　　 （11,008,800円）

委託料　　　岩槻本町公民館・岩槻図書館エレベーター設置工事実施設計業務（5,679,300円）

事業名 公民館エレベーター設置事業

　バリアフリー化を図ることで、来館者にとって安全・安心な施設環境を整備します。
事業目的 事業内容

　公民館のバリアフリー化を推進するため、エレベーター等の設置に向けた設計・工事等を実施します。

（単位：円　％）

課題

1



議案第４７号

   令和５年度当初さいたま市立学校教職員人事異動の方針について

 令和５年度当初さいたま市立学校教職員人事異動の方針について、別紙のとおり定める。

  令和４年８月２５日提出

                             さいたま市教育委員会 

                              教育長 細田 眞由美 



提案理由

令和５年度当初さいたま市立学校教職員人事異動を適切に行うため、その方

針を定めるものです。

 また、人事の権限は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第二十一

条第三号により、さいたま市教育委員会が有するため、議案として提案します。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第二十一条 教育委員会は、当該地方公共団体が処理する教育に関する事

務で、次に掲げるものを管理し、及び執行する。

三 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の

職員の任免その他の人事に関すること。



令和５年度当初さいたま市立学校教職員人事異動の方針

 「第２期さいたま市教育振興基本計画」の具現化を目指し、児童

生徒が生き生きと学校生活を送り、学校教育に対する市民の期待に

応えるため、次の方針に基づき人事異動を行うものとする。

１ 各学校の気風を刷新し、学校経営方針を踏まえた教職員組織の

充実と活性化を図るため、適材を適時に適所に配置する。 

２ 学校間の教職員組織の均衡化に努め、教育の機会均等を図るた

め、全市的な視野から積極的に異動を行う。

３ 各学校の教職員構成の適正化に配慮し、年齢・職務経験等を考

慮して長期的展望をもって計画的に異動を行う。

４ 小・中・高等・中等教育・特別支援学校の特色を相互に理解し、

専門性や系統性を踏まえた教育の充実を図ることで、１２年間の

学びの連続性を強化するため、積極的に校種間の人事異動を推進

する。

５ 本市立学校教職員の資質向上を図るため、国立大学法人埼玉大

学附属学校、国立大学法人東京学芸大学附属学校並びに川口市立

及び川越市立高等学校との人事交流、埼玉県内の市町村立学校及

び県立学校との人事異動を実施する。

６ 自然体験活動の充実を図るため、適材を舘岩少年自然の家に配

置する。

（案）



議案第４８号 

令和５年度使用さいたま市立各高等学校用教科用図書の採択について 

令和５年度使用さいたま市立各高等学校用教科用図書について、別紙のとおり採択する。 

  令和４年８月２５日提出 

さいたま市教育委員会 

教育長 細田 眞由美 



提案理由 

さいたま市立各高等学校において令和５年度に使用する教科書につきまし

て、各校長から選定方針、一覧表及び選定理由書等が提出されました。 

採択については義務教育である小・中学校と異なり、毎年度学校ごとに行い

ます。 

採択の権限は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第二十一条第

六号により、さいたま市教育委員会が有するため、議案として提案するもの

です。 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 第二十一条 教育委員会は、当該地方公共団体が処理する教育に関する事

務で、次に掲げるものを管理し、及び執行する。 

  六 教科書その他教材の取扱いに関すること。 



議案第４９号

令和５年度使用さいたま市立大宮国際中等教育学校用教科用図書（後期課程）の採択につ

いて

 令和５年度使用さいたま市立大宮国際中等教育学校用教科用図書（後期課程）について、別紙

のとおり採択する。

  令和４年８月２５日提出

                             さいたま市教育委員会

                              教育長  細田 眞由美



提案理由 

さいたま市立大宮国際中等教育学校において令和５年度に使用する教科用

図書（後期課程）につきまして、校長から選定方針、一覧表及び選定理由書

等が提出されました。採択については義務教育である小・中学校と異なり、

毎年度学校ごとに行います。 

 採択の権限は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第二十一条第

六号により、さいたま市教育委員会が有するため、議案として提案するもの

です。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

第二十一条 教育委員会は、当該地方公共団体が処理する教育に関する事

務で、次に掲げるものを管理し、及び執行する。 

  六 教科書その他教材の取扱いに関すること。  
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